
熊大教育紀要,人文科学，

第30号,327-344,1981

マイクロ・コンピュータ－による

統計処理プログラム

吉 田道雄

StatisticalProgramPackagebyMicrocomputer

MichioYoshida

1．マイコンによる統計処理プログラムの存在意義

文科系・理科系をとわず，実験や調査によって得られたデータを，統計的に処理する必要性が

増大している．その際，コンピューターを利用するのが最も効率のよい方法であることは，いま

や多くのものが認めるところである．しかし，大は電算機センターなどに設置されている大型の

コンピューターから，小はこどものゲームに使用されているマイコンに至るまて､，ある程度自由

に使いこなすためには,プログラムに関する知識が必要である．いかに性能が向上したとはいえ，

処理したい課題を頭におもいえがいているだけて､は,コンピューターは少しも動かないのである．

そこて､，コンピューターを利用しようとすれば，まずプログラムを学習しなければならない．

ところが，近年きわめて簡単なう°ログラムが開発されてきてはいるが，それでも知っておかなけ

ればならない規則や命令は必ずしも少ないとはいえない．これらを学習し，一応満足のゆく処理

が行なえるようになるまでには，ある程度の時間が必要である．また，得られた結果さえ正確で

あればそれで満足だというのであれば問題はないが，資料として保存するので表としてみやすく

プリントさせたい，などといった欲求をもちはじめると，さらにもう一歩つっこんだ学習と多く

の試行錯誤を経験することになる．個人的にコンピューターに関心をもっているものや，いつも

データ処理に追われているものであれば，ある程度の時間を費やしても問題はないだろう．しか

し，統計処理のために多くの時間をとる余裕のないものや，データを処理することが年に何回も

ないというものにとっては，プログラムの知識がなくても希望する統計処理が行なえる方法があ

ればきわめて有用て．あろう．

そこで．筆者は，一般に利用されることが多いと思われる統計について，最低限の知識て､必要と

する処理が行なえるマイコン用のプログラムを作成してゆくことにした．本稿て､は，現在すて､に

利用可能なプログラムについての解説を行なう．なお使用言語はすべてN-BASICて､ある．

ところで,主として大型コンピューターを利用する統計パッケージがいくつか作成されている．

その一つて．あるSPSS(StatisticalPackageforSocialSciences)は，約束に従ってパンチした

少数のカードをデータカードと共に入力すると，多様な処理を行なうことができる．SPSSはそ

の名からも察しがつくように，当初は社会科学者を対象にして開発されたものであるが，利用者

は理科系にもわたっており，広く活用されている．このような大がかりなものと比較すれば，マ

イコンによる統計処理はきわめて制限の多い小規模なものにならざるをえない．しかしながら，

SPSSは大型コンピューターあるいはその端末が設置されていなければ利用することができない

(中型機用のミニ版もあるが，中型といってもマイコンに比べればはるかに大きい)．また約束に
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